ARVENBIY/E—-FA4F

CDTUTL—HRIE, ZINUVIWECH A FDAR KDY ) SR — DU TILTY, BUOSEIZLTHTL IS,

BUGREZEITICET, EBT R EHRMICHTIHENTEEY, BULGRIHF., TONRTARE. TEARY FOBRA G EITREMFITTRIILEL LS.

LEDRABIUNTDERZRELTSLEEL,

2RDETD T4ARU - TL—T1 OBEFRICABEZAALTLESLY,

Toay

3. TARUK YR DEFRADREBAZTERIETLESIY RV b-TONToEHED)

A REDRAITD N—HF— - TO/T 11 OBERM~ANDANZTETLTLEELY,
(BB PENEI—Y— - TO/T 1)




0. はじめに 

		               

				イベント タクソノミー・ガイド

						
このテンプレートは、アパレルECサイトのイベントタクソノミー設計シートのサンプルです。ぜひ参考にしてみてください。

						適切な設計を行うことで、全量データを効果的に分析することができます。適切な名称、プロパティ設定、不要イベントの除外などに気を付けて設計しましょう。

				アクション		1. ビジネスおよび分析の目標を設定してください。

						2. 次のタブの「イベント・グループ」の箇所に内容を入力してください。

						3. 「イベント・リスト」の箇所への記入を完成させてください（イベント・プロパティも含め）。

						4. 最後のタブの「ユーザー・プロパティ」の箇所への入力を完了してください。
（追跡予定の全ユーザー・プロパティ）









1. イベントプロパティ設計

		                          		1. イベント・グループ

				定義：				貴社のアプリケーションの論理的な部分を識別するためのユーザー・グループ。イベント・グループは、インストゥルメンテーションを行うアプリケーションの主要コンポーネントの優先順位付けに役立ち、イベントに名称を付ける際にも便利です（以下をご参照ください）。



						番号		イベント・グループ名				インストゥルメンテーションの基本的な指針

						1		チュートリアル				1. 貴社の製品における「ユーザーがたどる重要な工程」について考えてください。各工程におけるユーザーの様々なアクティビティ（行動）ごとに、別個のイベントを作成するべきです。

						2		サブスクリプション登録				2. ユーザーによる独特な行動はすべて、新規のイベントとします（例：ユーザーによるクリックなど）。

						3						3.アクションが同じ属性（例：ソース -- Facebook、Twitter など）を表すため、「イベント・プロパティ」を含めてください。

						4

						5

						6						                    

						（必要に応じ追加してください）

														    

				2. イベント・リスト														ヒント： プロパティとは「イベント」・プロパティか、「ユーザー」・プロパティのどちらであるべきですか？

				定義：				- Amplitude におけるイベント名：イベントは、Amplitude 上で「イベント名」として表示されます。分析しやすいよう、「イベント・グループ」も追加できます。
- イベントの説明： イベントの記録のされ方に関する説明（組織のメンバーに流れ=文脈=を提供します）。
- 優先順位： 高、中、低。
- プロパティのタイプ： イベント、ユーザー。
- プロパティ名：プロパティは、Amplitude 上で「プロパティ名」として表示されます。
- プロパティ値： プロパティが持ち得る値。										イベント・プロパティ：  イベントに紐づけられており、特定のイベントが発生に至る時の状態を反映します。特定のイベントの特性をより理解したい場合、イベント・プロパティを使用してください。

ユーザー・プロパティ：  ユーザーに紐づけられており、ユーザーの現在の状態を反映します。このプロパティに基づいてユーザーをセグメント化したい場合、ユーザー・プロパティを使用してください。ユーザー・プロパティは、イベントとともに、または「API を特定 (Identify API)」を介して送信することができます（次のタブをご参照ください）。

														プロパティ 1 （任意）						プロパティ 2 （任意）						プロパティ 3 （任意）						プロパティ 4 （任意）						プロパティ 5 （任意）

						番号		Amplitude 上のイベント名		イベントの説明		優先順位		タイプ (Event:イベント／User:ユーザー）		名称		値		タイプ (Event:イベント／User:ユーザー）		名称		値		タイプ (Event:イベント／User:ユーザー）		名称		値		タイプ (Event:イベント／User:ユーザー）		名称		値		タイプ (Event:イベント／User:ユーザー）		名称		値

						1		アプリが開く		ユーザーがアプリを開く

						2		アプリが閉じる		ユーザーがアプリを閉じる

						3		登録		ユーザーが登録する				Event		タイプ		Eメール、Facebook、Twitter

						4		チュートリアル - ウェルカム画面		ユーザーがチュートリアルのウェルカム画面にアクセス

						5		チュートリアル - プレイリストを作成		ユーザーがチュートリアル内でプレイリストを作成

						6		チュートリアル - 検索する		ユーザーがチュートリアル内で検索を実行

						7		チュートリアル - 検索結果を選択		ユーザーがチュートリアル内で検索結果を選択

						8		チュートリアル - 曲を再生		ユーザーがチュートリアル内で曲を再生				Event		ジャンル		クラシック、カントリー、ポップス、ラップ、ロック

						9		チュートリアル - プレイリストに曲を追加		ユーザーがチュートリアル内でプレイリストに曲を追加

						10		チュートリアル - プレイリストを開く		ユーザーがチュートリアル内でプレイリストを開く

						11		チュートリアル - チュートリアルをスキップ		ユーザーがチュートリアルを
スキップ

						12		チュートリアル - チュートリアルを完了		ユーザーがチュートリアルを
完了

						13		「設定」をクリック		ユーザーがクリックし、
「設定」ページにアクセス

						14		「Facebookと接続」をクリック		ユーザーが「Facebookと接続」ボタンをクリック

						15		「Facebookと接続」に成功		ユーザーが「Facebookと接続」に成功

						16		「Twitter と接続」をクリック		ユーザーが「Twitter と接続」
ボタンをクリック

						17		「Twitter と接続」に成功		ユーザーが「Twitter と接続」に成功

						18		新しい再生キューを開始		ユーザーが曲の再生キューを
開始				Event		ソース		アルバム、プレイリスト、曲

						19		再生キューを停止		ユーザーが再生キューを停止				Event		再生時間		キューが停止される前までの再生時間を表す分数（整数値）

						20		プレイリストを作成		ユーザーがプレイリストを作成				User		プレイリストの合計数		現在のプレイリストの合計数を表す整数値

						21		プレイリストを開く		ユーザーがプレイリストを開く

						22		プレイリストを削除		ユーザーがプレイリストを削除				User		プレイリストの合計数		現在のプレイリストの合計数を表す整数値

						23		プレイリストに曲を追加		ユーザーがプレイリストに曲を追加

						24		曲を削除		ユーザーがプレイリストの曲を削除

						25		プレイリストを再生		ユーザーがプレイリストを再生

						26		プイリストをフォロー		ユーザーがプレイリストを
フォロー

						27		プレイリストのフォローをやめる		ユーザーがプレイリストの
フォローをやめる

						28		検索を実行		ユーザーが検索を実行

						29		検索結果を選択		ユーザーが検索結果を選択

						30		曲を再生		キューにより自動的に、または直接、選択することでユーザーが曲を再生				Event		ジャンル		クラシック、カントリー、ポップス、ラップ、ロック

						31		アルバムを再生		ユーザーがアルバムを再生

						32		音声広告を再生		音声広告が再生される

						33		アーティストをフォロー		ユーザーがアーティストを
フォロー				User		フォロー中のアーティスト数（合計）		フォロー中のアーティスト数（合計）を表す整数値

						34		アーティストのフォローをやめる		ユーザーがアーティストの
フォローをやめる				User		フォロー中のアーティスト数（合計）		フォロー中のアーティスト数（合計）を表す整数値

						35		サブスクリプションに登録 - 詳細を閲覧		ユーザーが「サブスクリプションに登録」をクリックし、プランの詳細を閲覧

						36		サブスクリプションに登録 - 
プランを選択		ユーザーがサブスクリプションのプランを選択				Event		プランの種類		週単位、月単位、年単位

						37		サブスクリプションに登録 - 成功		ユーザーがサブスクリプションのプラン登録に成功				Event		プランの種類		週単位、月単位、年単位

						38		サブスクリプションに登録 - サブスクリプションを解約		ユーザーがサブスクリプションを解約				Event		プランの種類		週単位、月単位、年単位

						39

						40

						（必要に応じ追加してください）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2. ユーザープロパティ設計

				1. ユーザー・プロパティ

				定義：				「ユーザー・プロパティ」はユーザーに紐づけられており、ユーザーの現在の状態を反映します。このプロパティに基づいてユーザーをセグメント化したい場合、ユーザー・プロパティを使用してください。ユーザー・プロパティは、イベントとともに、または「API を特定 (Identify API)」を介して送信することができます。「API を特定(Identify API)」を介して送信するユーザー・プロパティはすべて、以下に記録してください。



						番号		ユーザー・プロパティ名		ユーザー・プロパティ値		説明

						1

						2

						3

						4

						5

						6

						7

						8

						9

						10

						11

						12

						13

						14

						15

						16

						17

						18

						19

						20

						（必要に応じ追加してください）























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































株式会社DearOne
Excelファイル
定額音楽配信サービスのイベントタクソノミー設計シートサンプル.xlsx
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